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モジュールアクセスフロア

Uniflair

現代のデジタル社会のオフィスを象徴する機能として、必須のアイテムである OA フロア。
表層材一体型 OA フロアシステムとして、今まで技術的に不可能だった素材の使用を可能
にした Uniflair。
乾式工法による優れた施工性能と素材自体が持つ耐久性能により
いつまでも空間の美しさを保つサスティナブルなモジュールアクセスフロア。

美しさを保つ「魔法の床システム」
乾式工法のサスティナブルフロア

Photo
阿波銀行 江戸川支店
新築店舗
基本設計：秀光
オープン：2021 年 6 月
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駅ビルや都心の高層ビル、ショッピングモールなどの工事条件の厳しいテナ
ントでも対応ができる Uniflair。
完全な乾式工法の採用によって、天候や気候によって工期が遅れる事はなく、
ミキサーや水を必要としないため作業効率が大きく向上する。
設置場所を選ばず、デザインをあきらめる必要はなくなる。

優れた施工性能とクオリティ
設置場所を選ばないフレキシブルな床システム

Photo
埼玉りそな銀行 プレミアサロンうらわ
新設テナント店舗
基本設計：秀光
オープン：2018 年 3 月
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Uniflair は様々なメリットを持つ素材を OA フロアに変える。
大理石、セラミックタイル、フローリング、リノリウム。
天然素材が採用できることが最大のメリットであり、素材によってはほぼメンテナンスの
必要がない。
特にセラミックタイルは汚れが付着しにくい上、変色や劣化が少なく耐久性に優れている。
タイルカーペットで行っていた入念な掃除機がけや、塩ビタイル床に行っていたワックス
がけは一切不要。簡単な水拭きで汚れを落とす事ができる。

究極のメンテナンスフリーの床
OA フロアのメリットに様々な素材のメリットが加わる

Photo
みずほ銀行 八重洲口支店
新設テナント店舗
基本設計：秀光
オープン：2016 年 5 月
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セラミックタイルフロア ＜サスティナブルフロア＞

セラミックタイルとは陶磁器製のタイルを総称したもので、粘土とセラミック素材か
ら作られる焼き物です。
近年、建築向け資材として大判を製作できる工房も増えてきており、仕上げの処理技
術や柄の表現方法などの技術が大きく進化し、駅や空港などの大型施設から、銀行や
コンビニエンスストアの床材など、不特定多数の通行が予想される重歩行エリアへの
採用が増えてきています。

耐久性・耐火性・耐水性・耐摩耗性
約 1200 度の高温で焼き固められるセラ
ミックタイルの表面は非常に強く、永い
期間美しい状態を保ちます。
また、焼き物であるため耐火性能が高く、
天然石よりも吸水率が低いため耐水性に
優れており、水を含んで変色することも
ありません。

ノンスリップ性能
雨や雪などで濡れた状態の靴で滑らない
ように、タイルの表面に細かい凹凸を設
けノンスリップ性能を高めています。
ノンスリップ性能のランクによって、表
面の光沢感も変わります。
一般的な塩ビタイルの床に比べ、はるか
に滑りづらく安全な空間を作ります。

消臭・抗菌作用
粘土を焼き上げるセラミックタイルは、
消臭・抗菌作用にも優れています。
その性能はお茶碗やお皿、さらには歯科
治療に使われるほどの性能を持っており、
昔からトイレの床材にも使用されていま
した。

メンテナンスフリー
汚れが最も目立つ目地を設けずに施工
ができる為、汚れが目立つことが無く
なります。
セラミックタイル自体が汚れにくく付
着しづらいので簡単な水拭きで清掃が
完了します。面倒なワックスがけや大
掛かりな掃除機かけも不要になります。

高いデザイン性と品質
焼き技術の向上によって、大型化・薄
型化しているとともに、精度とデザイ
ンも大きく進化しています。
石柄に加え、大理石柄、木の凹凸まで
再現した木目柄まで、多種多様な仕上
げがあります。どの柄であっても簡単
に採用することが可能です。

防塵・防虫性能
一般的に OA フロアとセットで使用さ
れているタイルカーペットに比べ、埃
が溜まりづらく、ダニなどの害虫の発
生や繁殖も防ぐことが出来ます。

セラミックタイルとは

様々なメリット

OA フロアにセラミックタイルを使用するメリットは多くあり、美しい状態を永く保
つ事ができるため、環境にも優しいサスティナブルフロアになります。

Photo
銚子信用金庫 橋本支店
基本設計：秀光・SALHAUS
オープン：2019 年 12 月

秀光の床システムには 2 種類のタイプがあり、
それぞれ使用環境と条件によって選ぶことが
可能です。

どちらのシステムでも共通なのが、乾式工法
による施工方法を採用しています。
そのため、従来のセラミックタイルを施工す
る湿式工法と比べ、施工時間は約 1/3 に短縮し、
さらに取り替えて別の色にすることももちろ
ん、OA フロアとしての機能である電源取り出
しの位置も変更出来ます。

Uniflair
耐荷重性能を必要とする空間や、レイアウト変更に
よる組替えが多い場合に使用する
表層材一体型のフロアシステム

Unidry
既存 OA フロアシステムの上に乗せるだけで施工でき
る床システム
現状復旧などが求められる場合に使用する

2 つの種類の床システム



Photo
JA 長生 一宮支所
基本設計：秀光
オープン：2015 年 8 月 1110

Uniflair
金融機関向け表層材一体型 OA フロアシステム

Uniflair は表層材一体型の OA フロアシステムとして、秀光の店舗設計システムであ
る minic に標準設計されています。
大きな特徴は、表層材一体型のパネル構造とそれを支えるフレームです。使用する
素材で工法を選ばない「Uniflair」は、表層材にセラミック、リノリウム、大理石、
フローリングといった天然由来の材料が使用できます。
最大のメリットは、どんな表層材を使用しても OA フロアとして配線の取り出しや
取り回しができることです。
設置する際は、ミキサーなどを使いモルタルやコンクリート等で固める方法ではな
く乾式工法とすることで、テナント入居する場合や高層階の店舗でもセラミックや
大理石の空間を仕立てることが可能です。

もう一つの特徴でもあるフレームは、構成を変えることで耐荷重を変
更でき、出納機や ATM、キャッシャーなどの重量機器を設置する場所
を補強することが可能です。また、レイアウト変更が起こった場合で
も、フレームを組替えて移動させるだけで耐荷重の変更ができるため、
レイアウト変更の制限が無くなります。
タイルカーペットなどに比べてシミや汚れ、凹みなどに強く傷が付き
にくい為、簡単な清掃できれいな状態に戻ります。特にセラミック仕
上げの Uniflair では、ワックスがけ等の定期メンテナンスが不要で、
導入後のメンテナンスが大幅に削減されます。


